
      

煙
草
取
締
法

 

  

市
川 

雄
祐 

 

 
 



人
物 

 

・
新
島
太(1

6
→

5
0

) 

高
校
生→

印
刷
会
社
の
派
遣
社
員 

・
新
島
久
子(4

5
) 

太
の
母 

・
浅
川
航
輔(3

3
) 

新
島
の
働
く
会
社
の
正
社
員
。
新
島
の
上
司
。 

・
有
吉
豊
子
（4

8

）
新
島
の
同
僚
。
派
遣
社
員
。 

・
相
馬
和
恵
（4

4

）
新
島
の
同
僚
。
派
遣
社
員
。 

・
佐
藤
敦
子 (5

3
) 

新
島
の
同
僚
。
派
遣
社
員
。 

・
猫
人A

（6
7

）
非
合
法
喫
煙
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
。 

・
猫
人B

（5
5

）
非
合
法
喫
煙
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
。 

・
猫
人C

（4
5

）
非
合
法
喫
煙
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
。 

・
猫
人D

（7
5

）
非
合
法
喫
煙
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
。 

・
猫
人E

（5
2

）
非
合
法
喫
煙
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
。 

・
猫
人F

（6
2

）
非
合
法
喫
煙
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
。 

 



○
学
校
の
屋
上 

昼
下
が
り
の
学
校
の
屋
上
に
て
、
学
ラ
ン
姿
の
新
島
太(1

6
)

が
た
だ
一
人
立
っ
て
い

る
。 

新
島
、
煙
草
の
箱
か
ら
煙
草
を
一
本
取
り
、
口
に
持
っ
て
い
く
。
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ

け
、
煙
を
斜
め
上
に
出
す
。 

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
で
あ
る
。 

新
島
、
も
う
一
度
煙
草
を
吸
う
。 

そ
し
て
、
屋
上
の
際
の
柵
ま
で
歩
い
て
い
き
、
下
方
に
あ
る
校
庭
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見

や
る
。 

生
徒
た
ち
が
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
、
組
体
操
の
練
習
中
だ
。
４
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
只
今

完
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

新
島
、
く
る
っ
と
身
を
翻
し
柵
に
も
た
れ
か
か
り
、
笑
顔
で
煙
草
を
吸
う
。 

そ
し
て
、
煙
草
を
地
面
に
叩
き
つ
け
、
足
で
火
を
消
す
。 

そ
れ
を
拾
い
、
屋
上
の
校
舎
に
入
る
扉
ま
で
小
走
り
で
向
か
い
、
勢
い
よ
く
扉
の
上
に

投
げ
る
。 

そ
し
て
、
校
舎
の
中
に
入
る
。 



 
○
旧
・
新
島
家
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン 

2
D

K

の
家
で
あ
る
。
新
島
久
子
（4

5

）
が
皿
洗
い
を
し
て
い
る
。
新
島
は
扉
を
開
け

て
中
に
入
る
。 

新
島
「
た
だ
い
ま
」 

新
島
、
早
足
で
歩
く
。 

久
子
「
ま
た
煙
草
吸
っ
た
の
！
匂
い
す
ご
い
わ
」 

新
島
、
足
を
止
め
る
。 

新
島
「
う
る
さ
い
な
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
う
ち
は
元
々
煙
草
農
家
だ
ろ
！
」 

久
子
「
そ
れ
は
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
る
ま
で
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
に
あ
ん
た
は
未
成
年
だ
わ
」 

新
島
「
そ
ん
な
法
律
、
誰
が
守
っ
て
る
ん
だ
よ
」 

久
子
「
太
、
口
答
え
す
る
前
に
ま
ず
お
父
さ
ん
に
挨
拶
し
な
さ
い
」 

新
島
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
隣
の
和
室
に
あ
る
仏
壇
ま
で
歩
く
。 

 

○
和
室 

新
島
、
仏
壇
の
前
に
座
り
、
合
掌
す
る
。 



仏
壇
に
、
煙
草
農
場
に
い
る
父
の
写
真(4

5

歳
時)

が
供
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
隣
に
供
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
菊
の
花
。 

 

○
新
島
の
家(

朝) 

父
の
写
真
の
隣
に
、
久
子
の
写
真
（4

5

歳
時
）
が
あ
る
。 

合
掌
し
て
い
る
の
は
、
白
髪
混
じ
り
の
新
島
太
（5

0

）
で
あ
る
。
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
。 

場
所
は
、
１
ル
ー
ム
の
部
屋
だ
。
所
狭
し
と
ベ
ッ
ド
・
テ
レ
ビ
・
ち
ゃ
ぶ
台
が
置
か
れ

て
い
る
。 

女
性
ア
ナ
の
声
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。
」 

テ
レ
ビ
で
は
、
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（2

8

）
が
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
る
。 

女
性
ア
ナ
「
本
日
か
ら
煙
草
取
締
法
が
施
行
と
な
り
ま
す
。
昨
年
成
立
し
た
こ
の
法
律
に
よ
っ

て
、
煙
草
の
使
用
・
所
持
・
製
造
・
譲
渡
が
発
覚
し
た
場
合
、1

年
以
上
の
懲
役
、
又
は5

0
0

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
」 

新
島
、
リ
モ
コ
ン
の
電
源
ボ
タ
ン
を
乱
暴
に
押
し
、
テ
レ
ビ
の
電
源
を
切
る
。 

そ
し
て
、
リ
モ
コ
ン
を
ソ
フ
ァ
に
勢
い
よ
く
投
げ
る
。 

 



○
通
勤
電
車(

朝) 

新
島
、
電
車
の
座
席
に
座
っ
て
い
る
が
、
貧
乏
ゆ
す
り
で
膝
が
揺
れ
て
い
る
。 

新
島
の
目
の
前
に
立
つ
、
髪
を
ジ
ェ
ル
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
固
め
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

（2
8

）
が
、
眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
て
い
る
、 

女
子
高
生A

の
声
「
え
、
待
っ
て
、
こ
の
大
麻
ク
ッ
キ
ー
の
お
店
め
っ
ち
ゃ
よ
く
な
い
？
」 

新
島
の
左
斜
め
前
方
に
あ
る
電
車
の
扉
に
、
二
人
の
女
子
高
生(1

6
)

が
寄
り
か
か
っ

て
い
る
。
女
子
高
生B

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
二
人
で
見
て
い
る
。 

女
子
高
生

B

「
二
ヶ
月
前
に
出
来
た
ば
っ
か
だ
っ
て
！
竹
下
通
り
な
の
に
何
で
気
づ
か
な
か

っ
た
ん
だ
ろ
！
」 

女
子
高
生A

「
え
、
そ
れ
に
め
っ
ち
ゃ
カ
ラ
フ
ル
で
か
わ
い
い
〜
絶
対
映
え
ん
じ
ゃ
ん
！
」 

女
子
高
生B

「
ね
、
こ
の
後
チ
ル
し
に
行
か
ん
？
」 

女
子
高
生A

「
行
こ
行
こ
！
マ
ジ
大
麻
最
高
！
」 

新
島
、
表
情
を
変
え
ず
に 

貧
乏
ゆ
す
り−

先
程
よ
り
は
小
ぶ
り
に−

を
続
け
て
い
る
。 

 

○
印
刷
会
社
の
オ
フ
ィ
ス 

一
つ
の
フ
ロ
ア
に
て
、5

0

人
以
上
が
同
時
に
仕
事
を
し
て
い
る
。 



新
島
の
デ
ス
ク
が
あ
る
島
に
は
他
に

5
,6

人
同
僚
が
い
る
が
、
全
員
中
年
女
性
で
あ

る
。
新
島
は
、
島
の
右
端
に
あ
る
デ
ス
ク
に
て
仕
事
を
し
て
い
る
。 

新
島
、
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
勢
い
よ
く
叩
き
な
が
ら
、
貧
乏
ゆ
す
り
を
し
て
い

る
。 

そ
の
振
動
で
、
新
島
の
正
面
に
あ
る
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
が
倒
れ
る
。 

新
島
の
正
面
に
座
る
有
吉
豊
子
（4

8
）、
正
面
左
に
座
る
相
馬
和
恵
（4

4

）
が
目
を
合

わ
せ
、
眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
て
首
を
横
に
振
る
。 

新
島
、
下
を
向
い
た
ま
ま
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
っ
て
い
る
。 

浅
川
の
声
「
新
島
さ
ん
！
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
」 

新
島
、
顔
を
上
に
あ
げ
る
。 

浅
川
航
輔(3

3
)

が
、
新
島
の
デ
ス
ク
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
立
っ
て
い

る
。 

浅
川
「
忙
し
い
所
す
み
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
」 

新
島
「
は
い
、
今
行
き
ま
す
」 

新
島
、
席
か
ら
立
つ
。 

 



○
印
刷
会
社
の
会
議
室 

4
畳
ほ
ど
の
会
議
室
に
、
机
と
椅
子
二
つ
の
み
が
あ
る
。 

浅
川
が
入
り
口
の
扉
を
開
け
、
新
島
を
中
に
促
す
。 

浅
川
「
こ
ち
ら
に
座
っ
て
い
た
だ
い
て
」 

と
、
上
座
に
促
す
。 

新
島
、
上
座
と
下
座
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
二
、
三
度
見
た
後
、
頭
を
下
げ
て
上
座
に
座

る
。 

浅
川
、
素
早
く
下
座
に
座
り
、
手
を
組
ん
で
机
の
上
に
置
く
。 

浅
川
「
す
み
ま
せ
ん
、
先
日
お
頼
み
し
た
印
刷
物
の
品
質
管
理
に
つ
い
て
な
ん
で
す
け
ど
、
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
」 

新
島
「
は
い
」 

浅
川
「
新
島
さ
ん
、
も
う
少
し
周
り
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
仕
事
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
」 

新
島
「
は
ぁ
」 

浅
川
「
同
じ
島
に
印
刷
プ
レ
ス
を
担
当
す
る
方
も
い
ま
す
し
、
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
が
得
意
な
方
も

い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
ね
、
周
り
の
派
遣



の
方
と
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。」 

新
島
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

浅
川
「
新
島
さ
ん
も
、
派
遣
契
約
を
途
中
で
な
ん
て
こ
と
、
嫌
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
普
段

か
ら
周
り
の
方
と
ね
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
助

か
る
ん
で
す
」 

新
島
「
す
み
ま
せ
ん
、
頑
張
り
ま
す
」 

全
く
動
か
な
い
、
新
島
の
膝
。 

 

○
印
刷
会
社
の
オ
フ
ィ
ス 

新
島
、
自
分
の
デ
ス
ク
に
戻
っ
て
き
て
、
椅
子
に
座
る
。 

そ
し
て
、
自
分
の
周
り
を
見
渡
す
。
女
性
ば
か
り
で
あ
る
。 

そ
の
中
で
、
自
分
の
左
隣
に
座
る
女
性
、
佐
藤
敦
子 (5

3
)

と
目
が
合
う
。 

敦
子
「
新
島
さ
ん
、
ど
う
か
し
ま
し
た
？
」 

新
島
「
あ
の…

」 

大
き
い
音
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

浅
川
「
皆
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
注
目
し
て
下
さ
い
！
」 



浅
川
、
フ
ロ
ア
の
真
ん
中
に
あ
る
台
の
上
に
立
っ
て
い
る
。 

浅
川
「
本
日
か
ら
、
正
式
に
煙
草
休
憩
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
代
わ
り
に
お
菓
子
休

憩
と
い
う
も
の
が
で
き
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
の

2
0

分
間
は
、
休
憩
時
間
と
な
り
ま
す
！
」 

フ
ロ
ア
の
所
々
か
ら
、「
お
お
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
。 

浅
川
「
そ
こ
で
、
普
段
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
今
日
だ
け
特
別
に
！
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
！
束
の
間
の
お
菓
子
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
！
」 

新
島
の
島
に
い
る
女
性
達
、
笑
顔
で
拍
手
し
て
い
る
。 

×
 

 
 
×

      
×

 

新
島
の
デ
ス
ク
の
上
に
あ
る
、
未
開
封
の
チ
ョ
コ
タ
ル
ト
。 

新
島
の
島
の
他
の
女
性
達
は
、
二
人
一
組
と
な
っ
て
タ
ル
ト
を
片
手
に
椅
子
を
寄
せ

合
い
、
ボ
デ
ィ
タ
ッ
チ
し
な
が
ら
談
笑
し
て
い
る
。 

豊
子
「
じ
ゃ
あ
あ
ん
た
の
旦
那
も
浮
気
し
て
る
わ
よ
！
」 

和
恵
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
よ
ね
！
今
日
問
い
詰
め
な
き
ゃ
」 

豊
子
「
遠
慮
は
い
ら
な
い
わ
よ
、
土
下
座
さ
せ
て
や
ら
な
き
ゃ
」 

新
島
、
二
人
の
会
話
の
途
中
で
、
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
椅
子
か
ら
立
ち
、
出
口
に
向

か
う
。
誰
も
気
付
く
人
は
い
な
い
。 



 
○
印
刷
会
社
の
廊
下 

廊
下
に
は
新
島
を
除
い
て
誰
も
い
な
い
。
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぐ
声
だ
け
響
い
て
い
る
。 

新
島
、
小
走
り
し
て
い
る
。 

 

○
印
刷
会
社
の
喫
煙
室 

新
島
、
喫
煙
室
の
前
ま
で
来
る
と
、「
ハ
ァ
ハ
ァ
」
と
息
を
切
ら
し
て
前
か
が
み
に
な

る
。 

体
勢
を
直
し
な
が
ら
、
喫
煙
室
の
扉
を
勢
い
よ
く
開
け
る
。 

喫
煙
室
の
中
は
、
段
ボ
ー
ル
だ
ら
け
で
あ
る
。
足
の
踏
み
場
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

新
島
、
ト
ボ
ト
ボ
と
喫
煙
室
の
中
に
入
り
、
そ
っ
と
扉
を
閉
め
、
扉
に
寄
り
か
か
る
。 

そ
し
て
、
無
言
の
ま
ま
佇
む
。 

新
島
、
突
如
と
し
て
、
ス
ー
ツ
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
煙
草
の
箱
を
取
り
出
す
。 

そ
し
て
箱
を
開
け
、
中
に
入
っ
て
い
た
煙
草
一
本
と
ラ
イ
タ
ー
を
勢
い
よ
く
取
り
出

す
。 

新
島
、
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
灯
し
、
煙
草
に
火
を
つ
け
よ
う
と
す
る
が
、
火
が
つ
く
寸
前



で
や
め
る
。 

煙
草
一
本
と
ラ
イ
タ
ー
を
丁
寧
に
し
ま
い
、
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
戻
す
。 

そ
し
て
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
勢
い
よ
く
出
し
、
乱
暴
に
操

作
す
る
。 

新
島
の
声
「
社
会
が
女
に
甘
く
す
る
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
の
さ
ば
る
ん
だ
！
下
等
生
物
の
ゴ
ミ

が
し
ゃ
し
ゃ
り
出
ん
な
！
」 

新
島
が
右
手
の
人
差
し
指
で
画
面
を
タ
ッ
チ
す
る
と
、「
ピ
コ
ン
」
と
い
う
投
稿
の
音

が
聞
こ
え
る
。 

新
島
、
鼻
息
荒
く
し
な
が
ら
、
貧
乏
ゆ
す
り
を
す
る
。 

 

○
通
勤
電
車(

夕
方) 

新
島
、
電
車
の
座
席
に
座
っ
て
い
る
が
、
貧
乏
ゆ
す
り
で
膝
が
揺
れ
て
い
る
。 

手
に
持
つ
ス
ト
ロ
ー
付
き
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
口
に
持
っ
て
い
き
飲
む
が
、
ス
ト
ロ

ー
を
噛
ん
で
い
る
。 

新
島
の
正
面
の
座
席
に
、
本
と
鉛
筆
を
持
ち
勉
強
し
て
い
る
青
年(2

2
)

が
い
る
。 

彼
は
本
に
向
か
っ
て
目
を
細
め
る
と
、
鉛
筆
を
口
に
持
っ
て
き
て
煙
草
を
吸
う
よ
う



に
し
て
噛
む
。 

そ
し
て
、
鉛
筆
を
口
元
か
ら
離
す
と
溜
息
を
つ
く
。 

新
島
、
膝
の
揺
れ
が
大
き
く
な
る
。
そ
し
て
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
胴
体
を
手
で
潰
し
た

後
、
席
を
立
つ
。 

青
年
、
鉛
筆
を
落
と
す
。 

新
島
、
他
の
場
所
に
移
動
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
鉛
筆
を
取
ろ
う
と
前
か
が
み
に
な

っ
た
青
年
と
勢
い
よ
く
ぶ
つ
か
る
。 

新
島
、
斜
め
後
ろ
に
転
ぶ
。 

床
に
転
が
る
、
新
島
の
煙
草
の
箱
。 

唖
然
と
す
る
、
青
年
。 

新
島
、
体
を
起
こ
す
。 

唖
然
と
す
る
、
電
車
内
の
乗
客
達
（2
0

台
の
男
性
一
人
、4

0

台
の
女
性
二
人
）。 

顔
を
横
に
振
り
な
が
ら
慌
て
る
、
新
島
。 

新
島
、
立
ち
上
が
り
、
電
車
の
前
方
車
両
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。 

し
か
し
、
車
両
と
車
両
の
間
の
扉
を
開
け
る
の
に
手
間
取
る
。 

 



○
通
勤
電
車
の
一
番
前
の
車
両
（
夕
方
） 

そ
の
場
に
誰
も
乗
客
は
い
な
い
。
新
島
の
後
を
追
い
か
け
て
来
る
乗
客
も
い
な
い
。 

新
島
、
電
車
の
一
番
前
ま
で
到
着
す
る
が
、
足
は
落
ち
着
か
ず
、
そ
の
場
所
を
歩
き
回

る
。 

そ
し
て
、
扉
と
座
席
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
に
体
を
埋
め
、
貧
乏
ゆ
す
り
で
膝
を
揺
ら
す
。 

電
車
、
ホ
ー
ム
に
着
き
、
扉
が
開
く
。 

新
島
、
走
り
な
が
ら
ホ
ー
ム
に
出
て
、
同
じ
ホ
ー
ム
の
反
対
側
に
停
車
し
て
い
る
電
車

に
乗
る
。 

 

○
無
人
電
車(

夕
方) 

無
人
電
車
で
あ
る
。 

新
島
、
座
席
に
座
る
が
、「
ハ
ァ
ハ
ァ
」
と
息
が
切
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
目
を
閉
じ
、
首
を
垂
ら
し
て
眠
っ
て
し
ま
う
。 

 

○
神
社
の
参
道(

夜) 

無
人
の
神
社
で
あ
る
。
参
道
の
両
脇
に
ラ
イ
タ
ー
が
等
間
隔
に
置
か
れ
て
い
る
。 



白
猫
が
一
匹
、
そ
の
参
道
を
横
切
る
。 

 

○
無
人
電
車(

夜) 

新
島
、
目
を
開
け
、
左
右
を
確
認
し
に
首
を
振
る
。 

無
人
の
車
内
で
あ
る
。
そ
し
て
、
電
車
は
ホ
ー
ム
に
停
車
し
て
い
る
。 

新
島
、
席
を
立
ち
扉
ま
で
歩
い
て
行
き
、（
押
し
ボ
タ
ン
式
扉
の
）
ボ
タ
ン
を
押
し
、

扉
か
ら
出
る
。 

 

○
素
朴
な
駅
の
ホ
ー
ム
（
夜
） 

無
人
の
ホ
ー
ム
で
あ
る
。
電
子
式
の
発
車
標
・
改
札
は
存
在
せ
ず
、
駅
内
は
全
て
古
び

た
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

電
車
は
、
新
島
が
降
り
る
と
扉
が
自
動
的
に
閉
ま
り
、
発
車
す
る
。 

新
島
、
上
を
見
上
げ
る
。 

「
猫
草
山
入
口
」
と
書
か
れ
た
、
駅
標
。 

新
島
、
腕
時
計
を
確
認
す
る
。 

ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
腕
時
計
。 



新
島
、
ホ
ー
ム
の
時
刻
表
が
書
か
れ
て
い
る
壁
面
ま
で
歩
く
。 

そ
し
て
、
時
刻
表
で
書
か
れ
て
い
る
時
間
を
指
で
指
し
て
確
認
す
る
が
、1

8

時
以
降

に
来
る
電
車
は
存
在
し
な
い
。 

眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
、
新
島
。 

そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
駅
の
改
札
を
出
る
。 

 

○
猫
草
山
入
口
（
夜
） 

駅
か
ら
す
ぐ
出
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
山
の
入
り
口
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
灯
も
含
め
何

も
存
在
し
な
い
殺
風
景
な
場
所
で
あ
り
、
入
り
口
ま
で
の
道
も
歩
幅
が
狭
い
。 

新
島
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
。 

そ
し
て
、
前
方
を
照
ら
す
。 

「
猫
草
山
入
口
」
と
書
か
れ
た
大
き
な
看
板
と
、
そ
の
隣
に
あ
る
山
道
の
始
ま
り
の
階

段
が
あ
る
。 

新
島
、
階
段
を
上
る
。
最
初
の
４
・
５
段
は
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
い
た
が
、
そ
の
先
は
走

っ
て
一
気
に
終
わ
り
ま
で
上
る
。 

新
島
、
階
段
の
先
に
あ
る
広
間
に
着
く
と
、
大
の
字
に
な
っ
て
寝
る
。 



満
天
の
星
。 

新
島
、
し
ば
ら
く
大
の
字
の
ま
ま
で
い
る
。 

そ
の
後
、
上
体
を
少
し
起
こ
す
。 

山
道
の
遠
く
の
方
で
、
無
数
の
赤
い
点
が
チ
カ
チ
カ
し
て
い
る
。 

新
島
、
上
半
身
を
勢
い
よ
く
起
こ
し
、
立
つ
。 

赤
い
点
の
チ
カ
チ
カ
は
数
が
増
え
る
。 

新
島
、
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ト
を
片
手
に
、
山
道
の
木
の
階
段
を
ゆ
っ
く
り
と
上
が
っ
て
い

く
。 

 

○
神
社
（
夜
） 

山
の
頂
上
に
あ
る
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
神
社
で
あ
る
。
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
拝
殿
の

み
が
あ
る
。 

新
島
、
山
の
頂
上
に
着
く
階
段
を
登
り
き
る
寸
前
で
、
少
し
後
退
し
身
を
潜
め
る
。
そ

し
て
、
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ト
を
前
方
に
出
す
。 

拝
殿
の
後
ろ
に
無
数
の
赤
い
点
が
あ
り
、「
ジ
ュ
ボ
ッ
」
と
い
う
音
が
同
時
に
聞
こ
え

る
。 



新
島
、
階
段
を
音
立
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
登
り
き
る
。 

そ
し
て
、
拝
殿
の
近
く
に
あ
る
木
ま
で
歩
い
て
い
き
、
そ
こ
に
身
を
潜
め
る
。 

そ
し
て
、
木
か
ら
片
目
だ
け
出
す
。 

顔
の
上
半
身
に
白
猫
の
仮
面
を
つ
け
た
六
人
の
人
間
達
が
、
円
に
な
り
な
が
ら
煙
草

を
吸
っ
て
い
る
。 

彼
ら
は
、
左
手
で
煙
草
を
吸
い
、
右
手
に
は
ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
円
の

真
ん
中
に
は
、
灰
皿
ス
タ
ン
ド
の
代
わ
り
に
小
さ
い
賽
銭
箱
が
置
か
れ
て
い
る
。 

彼
ら
の
う
ち
一
人
が
、
そ
の
賽
銭
箱
に
「
ト
ン
ト
ン
」
と
煙
草
の
灰
を
落
と
す
。 

限
界
ま
で
ガ
ン
開
い
て
い
る
、
新
島
の
片
目
。 

新
島
の
手
か
ら
滑
り
落
ち
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。 

「
パ
キ
ン
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
、
画
面
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
。 

猫
人A

の
声
「
み
ん
な
！
火
を
消
せ
！
」 

暗
闇
に
な
る
。 

1
0

秒
ほ
ど
「
ガ
サ
ガ
サ
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
る
が
、
そ
の
後
無
音
と
な
り
、3

0

秒

程
そ
の
状
態
が
続
く
。 

「
ジ
ュ
ボ
」
と
い
う
音
と
共
に
、
火
の
つ
く
ラ
イ
タ
ー
。 



新
島
は
、6

つ
の
ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
た
右
腕
が
突
き
つ
け
ら
れ
、
円
状
に
囲
ま
れ
て
い

る
（
腕
以
外
の
体
は
何
も
見
え
な
い
）。。 

猫
人A

「
お
前
は
何
者
だ
！
」 

と
、
猫
人A

(6
7

)
が
体
を
見
せ
る
。 

猫
人B

「
ど
う
し
て
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
！
」 

と
、
猫
人B

(5
5

)

が
体
を
見
せ
る
。 

猫
人C

「
警
察
の
ス
パ
イ
だ
ろ
！
」 

と
、
猫
人C

(4
5

)

が
体
を
見
せ
る
。 

新
島
「
違
う
！
普
通
の
人
間
だ
！
」 

猫
人D

「
そ
ん
な
訳
な
い
！
」 

と
、
猫
人D

(7
5

)

が
体
を
見
せ
る
。 

猫
人E

「
普
通
の
人
間
が
な
ん
で
真
夜
中
に
こ
ん
な
山
奥
に
来
る
ん
だ
！
」 

と
、
猫
人E

(5
2

)

が
体
を
見
せ
る
。 

猫
人F

「
今
日
か
ら
煙
草
が
犯
罪
に
な
る
か
ら
、
張
っ
て
い
た
だ
ろ
！
」 

と
、
猫
人F

(6
2

)

が
体
を
見
せ
る
。 

新
島
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
！
む
し
ろ…

お
前
達
の
味
方
だ
！
」 



猫
人A

「
ど
う
い
う
こ
と
だ
！
」 

新
島
「
煙
草
を
持
っ
て
る
こ
と
が
バ
レ
て
、
逃
げ
て
き
た
ん
だ…

訳
分
か
ら
ず
に
気
づ
い
た

ら
、
こ
こ
に
い
た
ん
だ…

」 

猫
人B

「
そ
れ
な
ら
証
拠
を
見
せ
ろ
！
煙
草
の
一
本
で
も
持
っ
て
る
だ
ろ
！
」 

新
島
、
ス
ー
ツ
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
を
入
念
に
確
認
す
る
。 

×
 

 
 
×

      
×

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

通
勤
電
車 

床
に
転
が
る
、
新
島
の
煙
草
の
箱
。 

唖
然
と
す
る
、
電
車
内
の
乗
客
達
（
青
年
、20

台
の
男
性
一
人
、40

台
の
女
性
二
人
）。 

×
 

 
 
×

      
×

 

顔
を
横
に
振
り
な
が
ら
慌
て
る
新
島
。 

そ
し
て
、
倒
れ
こ
む
よ
う
に
膝
を
つ
い
て
そ
の
場
に
座
る
。 

そ
し
て
、「
あ
ぁ
」
と
む
せ
び
泣
き
な
が
ら
、
勢
い
よ
く
貧
乏
ゆ
す
り
で
膝
を
揺
ら
す
。 

膝
の
揺
れ
の
反
動
で
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
携
帯
灰
皿
が
落
ち
る
。 

新
島
、
下
を
見
る
。 



地
面
に
落
ち
た
ま
ま
の
、
携
帯
灰
皿
。 

新
島
、「
ハ
ァ
ハ
ァ
」
と
言
い
な
が
ら
携
帯
灰
皿
を
拾
い
、
立
ち
上
が
る
。 

そ
し
て
、
携
帯
灰
皿
の
中
か
ら
シ
ケ
モ
ク
を
一
本
取
り
出
し
、
猫
人B

に
見
せ
る
。 

猫
人B

「
お
前
、
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
、
ま
だ
吸
え
る
ぞ
」 

と
言
い
、
ラ
イ
タ
ー
の
火
で
新
島
の
シ
ケ
モ
ク
に
火
を
つ
け
る
。 

新
島
、
大
き
く
息
を
吸
っ
て
煙
草
を
吸
い
、
煙
を
吐
く
。 

猫
人
、
６
人
一
斉
に
仮
面
を
外
す
。
皆
中
年
以
上
の
男
性
で
あ
っ
た
。 

猫
人A

「
こ
こ
は
、
煙
草
を
愛
す
る
男
達
の
避
難
所
だ
。
職
場
で
も
吸
え
な
い
、
家
庭
で
も
吸

え
な
い
、
街
に
も
喫
煙
所
は
無
く
な
っ
た
、
法
律
で
も
禁
止
さ
れ
た
！…
だ
か
ら
世
を
忍
び
、

仮
面
を
着
け
て
吸
う
ん
だ
。」 

猫
人D

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
、
本
当
は
来
た
く
な
い…

年
取
っ
た
体
に
は
し
ん
ど
す
ぎ
る
。

で
も
、
こ
こ
し
か
な
い
ん
だ
」 

猫
人C

「
そ
れ
に
、
も
う
貯
め
て
あ
る
煙
草
の
数
も
多
く
な
い
、
も
う
ど
こ
に
も
売
っ
て
な
い

か
ら
な…

あ
と
一
ヶ
月
も
し
た
ら
、
高
い
危
険
を
冒
し
て
闇
か
ら
仕
入
れ
る
し
か
な
く
な
る

…

そ
う
な
っ
た
い
ず
れ
捕
ま
る
だ
ろ
う…

」 

新
島
「
そ
の
こ
と
な
ら
問
題
な
い
」 



猫
人
６
人
、
新
島
の
方
を
見
つ
め
る
。 

新
島
「
俺
の
家
は
元
々
煙
草
農
家
だ
。
製
造
方
法
な
ら
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
こ
っ
そ
り
自

宅
で
栽
培
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
あ
ん
た
ら
に
分
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
」 

猫
人A

「
い
い
の
か
、
他
人
に
分
け
る
と
、
捕
ま
る
危
険
性
が
増
す
ぞ
！
」 

新
島
「
い
い
ん
だ
、
た
だ
し…

あ
ん
た
ら
の
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
」 

猫
人A

「
あ
ぁ
、
勿
論
だ
」 

と
、
白
猫
の
仮
面
を
新
島
に
渡
す
。 

新
島
、
仮
面
を
着
け
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
六
人
の
猫
人
も
仮
面
を
着
け
る
。 

×
 

 
 
×

      
×

 

ス
タ
ン
ド
に
置
か
れ
た
、
小
さ
な
賽
銭
箱
。 

そ
の
周
り
に
、
７
人
の
猫
人
が
立
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
賽
銭
箱
に
向
か
っ
て
両
手
を

突
き
出
し
て
い
る
。
左
手
に
は
煙
草
、
右
手
に
は
ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
。 

七
人
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
左
手
の
煙
草
を
口
に
持
っ
て
い
き
、
右
手
の
ラ
イ
タ
ー
で

火
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
煙
草
を
吸
う
。 

ス
タ
ン
ド
に
置
か
れ
た
、
小
さ
な
賽
銭
箱
。
七
つ
の
煙
草
を
持
つ
手
が
そ
の
上
に
置
か

れ
る
。
そ
し
て
、
灰
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
落
と
さ
れ
る
。 



 
○
印
刷
会
社
の
オ
フ
ィ
ス 

新
島
、
隣
の
デ
ス
ク
の
敦
子
と
向
き
合
っ
て
話
を
し
て
い
る
。 

新
島
の
デ
ス
ク
の
正
面
に
は
豊
子
、
正
面
左
に
は
和
恵
が
座
っ
て
い
る
。 

新
島
「
お
、
と
い
う
こ
と
は
、
お
子
さ
ん
大
学
合
格
し
た
ん
で
す
ね
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」 

敦
子
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す…

新
島
さ
ん
に
色
々
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
、
私
も
な
ん

と
か
や
っ
て
い
け
ま
し
た
」 

豊
子
・
和
恵
は
椅
子
を
く
っ
つ
け
て
、
ラ
ス
ク
を
食
べ
な
が
ら
小
声
で
話
し
て
い
る
。 

豊
子
「
最
近
、
新
島
さ
ん
や
け
に
明
る
い
わ
ね
」 

和
恵
「
そ
う
だ
わ
ね
、
何
か
い
い
事
あ
っ
た
の
か
し
ら
。
ま
ぁ
、
前
よ
り
は
全
然
い
い
け
ど
」 

豊
子
「
そ
れ
に
、
香
水
臭
く
な
い
？
」 

和
恵
「
こ
こ
に
来
て
、
モ
テ
よ
う
と
し
て
る
の
か
し
ら
！
？
」 

豊
子
・
和
恵
、
新
島
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
声
で
笑
う
。 

新
島
、
表
情
を
変
え
ず
に
敦
子
と
話
し
続
け
る
。 

そ
し
て
全
く
動
か
な
い
、
新
島
の
膝
。 



 
○
新
島
の
家(
夕
方) 

部
屋
を
覆
い
尽
く
す
よ
う
に
、
煙
草
の
葉
っ
ぱ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。 

新
島
、
数
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
に
置
か
れ
た
ち
ゃ
ぶ
台
の
下
に
座
っ
て
い
る
。
ち
ゃ
ぶ
台

の
上
に
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
巻
器
・
巻
紙
・
粉
状
の
葉
煙
草
が
置
か
れ
て
い
る
。 

新
島
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
紙
巻
き
た
ば
こ
を
セ
ッ
ト
す
る
。 

そ
し
て
、
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
煙
草
を
吸
う
。 

新
島
、
煙
を
吐
い
た
後
、
満
面
の
笑
み
に
な
る
。 

そ
し
て
、
ラ
イ
タ
ー
を
幾
度
も
「
ジ
ュ
ボ
ッ
」
と
火
を
つ
け
、
手
遊
び
を
す
る
。 

 

○
夕
日 

夕
日
が
地
平
線
に
沈
ま
ん
と
し
て
い
る
。 

 

○
新
島
の
家
の
ア
パ
ー
ト
の
玄
関
（
夕
方
） 

新
島
の
家
の
ア
パ
ー
ト
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
、
警
察
官
が
三
人
出
て
く
る
。 

彼
ら
は
、「
ザ
ッ
ザ
ッ
」
と
い
う
足
音
を
立
て
な
が
ら
、
新
島
の
家
の
扉
に
向
か
い
歩



く
。 

○
夕
日 

夕
日
が
地
平
線
に
沈
み
、
完
全
に
隠
れ
る
。 

 

○
新
島
の
家(

夕
方) 

新
島
に
手
遊
び
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
タ
ー
、
突
如
と
し
て
何
度
指
で
押
さ
れ
て
も
火
が

つ
か
な
く
な
る
。 

（
終
わ
り
） 


